






このような方法論をとることによって、本報告は受身文の実態を、意味・構造的なタ

イプの面からかなりの程度明らかにするものとなっている。それに対してもう一方の

「コーパスに基づく日本語使役文・他動詞文の実態」は、他動詞との関係も視野に入れ

たこともあり、第一のレベルの分析であって「文」の実態の解明にはまだ至っていない。

その点で二つは対になっているとはいえないのだが、両者には、文・連語の性質は単語

の「カテゴリカルな意味」（語彙的な意味のうち文法的な性質に関わる側面）が土台になっ

てできあがっているという捉え方が大きく共通している。このような二つを、「コーパス

に基づく言語学教育研究資料」の「5」と「6」として両者をまとめて報告しておくこと

は、上に述べたヴォイス研究の観点からも一定の意義のあるものではないかと考える。 
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第２章 受身文の構造と要素

本章では，第１章 1 で簡単に説明した「意味・構造的なタイプ」について，より詳しい理論

的説明を行う。特に，体系，構造，要素という概念について具体的に説明することで，本報告

の理論的立場を示す。ここでの構造，要素，体系といった概念に対する理解は，多くを奥田靖

雄の言語学に依っている。さらに，本報告では，奥田靖雄の連語論を軸に受身文の意味・構造

的なタイプを立てている。そこで，受身文の構造について具体的な記述を進める前に，奥田靖

雄の言語学及び連語論について簡単に紹介したい。

1 「意味・構造的なタイプ」とは

言語の意味は，多くの場合，必ず何らかの言語形式によって支えられている。よく，多義語

や多義の形式の意味について論じられる際に，「いずれの意味であるかは文脈によって判断され

る」などという言い方がされる 8。しかし，私たちは決して，個別の，偶然的な「文脈」によっ

て，ある言語作品の意味を解釈しているわけではない。そこに何らかの一般化された言語形式

の支えがなければ，意味を読み取ることはできない。

ソシュールは，言語記号は所記（シニフィエ）と能記（シニフィアン）の結合であるとした。

ソシュールにとって，この定義は言語のもっとも基本的な単位である「語」についてのもので

あった。しかしながら，発話の基本単位である文も，またその文が連なった文脈も，所記と能

記の結合した広義言語記号と考えられるのである。文ないし文脈にとっての能記が，構造=広
義言語形式である。そして，この構造は，所記すなわち意味=内容を持っているのである。

本報告は，シンタグマティックな体系 9としての文が，くり返し発話されることにより，構造

的なタイプとして，いわば「型＝パターン（シェーマ）」として抽象化・一般化され，そうした

構造（の型）が意味を持つという理論的立場で記述を進める。文の表わす意味は，これを構成

する要素の意味の単なる総和ではない。全体としての構造もまた意味を持ち，構造の意味と要

素の意味とが相互に影響しあっている。そして，構造の意味と要素の意味との弁証法的な相互

作用の結果，全体=統合的体系の意味が生まれるのである。この，意味を持った有限の構造の

型のことを「意味・構造的なタイプ」と呼んでいる。

また，こうした意味・構造的なタイプは，異なる意味・機能及び構造的特徴でもって相互に

対立し，同時に共通の意味・機能及び構造的特徴でまとまりながら，パラディグマティックな

8 しかも，ここにおける「文脈」という語は，必ずしも連文のテクストを指すわけでもなく用いられる。

9 奥田靖雄の用語。要素＝部分と構造＝結びつきのパターンが合わさって１つの統合的体系＝全体が成り立ってい

る。
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分類した。これを４大分類と呼ぶ。そして，この 4 大分類を軸に，動詞のカテゴリカルな意味

とその構造的特徴によって，いくつものサブタイプを立てた。このサブタイプを，動詞の大分

類とテンス・アスペクトの違いによって，17 タイプの中分類にまとめ上げた。以下では，主に，

4 大分類と 17 中分類について，その中身を紹介していく。

2.1 受身文の４大分類 ―主語と行為者の有情・非情の別による―

本報告では，受身文を，その主語と行為者の有情・非情の別によって，大きく４つのタイプ

に分類した。これは，本報告では主語及び行為者の有情・非情の別を，受身文の意味・機能を

左右するもっとも重要な構造的特徴と見なすからである。これらを，４大分類と呼ぶことにす

る。

有情主語有情行為者受身文  AN-ガ AN-ニ V-ラレル （AA）

有情主語非情行為者受身文  AN-ガ IN-ニ V-ラレル （AI）
非情主語一項受身文     IN-ガ V-ラレル  （ I1）
非情主語非情行為者受身文  IN-ガ IN-ニ V-ラレル （ II）

受身文の主語と行為者を有情・非情の別で十字分類した表にあてはめると，次のようになる。

表 1：受身文の主語と行為者による分類（４大分類）

主語       
行為者 有情者 非情物

有情者 有情主語有情行為者 有情主語非情行為者

非情物 非情主語一項 非情主語非情行為者

非情主語一項受身文は，非情主語有情行為者の受身文に相当しているのだが，有情行為者が

文中に現れることがきわめて少ないので，これを非情主語一項受身文とした。

以下，これらの受身文を便宜的に，有情有情受身文（AA），有情非情受身文（AI），非情一

項受身文（ I），非情非情受身文（II）と呼ぶことがある。カッコ内は略式記号を表わす。

さて，これらの４つの大きな受身文タイプのうち，非情行為者の受身文は，動詞グループが

かなり限定されている。つまり，生産性が低く，そのため，有情行為者の受身文に比べると，

頻度も非常に低い。まず，有情主語非情行為者受身文に現れる動詞グループは，主に状態を表

わす動詞で，「私たちは人員の不足に悩まされている」などが代表的な例である（AI 状態型）。

一方，非情主語非情行為者受身文には，主に自然現象の動きを表わすタイプ（「樹々が風に吹

かれている」）と論理的な関係を表わすタイプ（「イチゴにはビタミンＣが含まれる」）がある。

前者を〈II 現象受身型（II 現象）〉，後者を〈II 関係型（II 関係）〉と呼ぶ。

これに対し，有情行為者の受身文である有情主語有情行為者受身文と非情主語一項受身文は，

さまざまな意味を表わすサブタイプが存在する。両者は生産性も高く，頻度も高い。よって，

有情有情受身文は，有情主語受身文の代表的なタイプと考えられ，また，非情一項受身文は，

非情主語受身文の代表的なタイプと見なすことができるだろう。

2.2 受身文の 17 中分類

以下，有情有情受身文と非情一項受身文の下位分類について説明する。まず，有情有情受身

文であるが，本報告ではこれを鈴木（1972）の分類に基づいて，①AA 直接対象型，②AA 相
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手型，③持ち主型，④はた迷惑型 18（第三者の受身）に分類した。それぞれ，①動作の直接対

象が主語に立つ受身，②動作の相手（対応する能動文のニ格名詞句）が主語に立つ受身，③動

作対象の持ち主が主語に立つ受身，④当該の動作とは直接関係のない第三者が主語に立つ受身

を表わす。

        AA 直接対象型

        AA 相手型
有情有情受身文 AA 持ち主型

        AA はた迷惑型

非情一項受身文については，すべて直接対象が主語に立つ受身であるので，動作主及びそれ

に連動したテンス・アスペクト的な特徴によって分類した。個別の有情行為者が動作主で，個

別具体的なアスペクトで述べられるのを基本とする受身文を「I 事態実現型」とした。動作主

が不特定多数の一般の人々で，反復・習慣のアスペクトで述べられる受身文を「I 社会的習慣

型」とした。また，存在文の構造を持ち，同じく動作主が一般の人々であるか，もしくは動作

主を想定することができない受身文で，反復・習慣ないし存在様態（結果状態）のアスペクト

で述べられる受身文を「I 存在型」とした。さらに，動作主を想定することができず，時間を

越えた特性を表わすアスペクトで述べられる受身文を「I 超時的事態型」とした。

         I 事態実現型

         I 社会的習慣型
非情一項受身文 

 I 存在型

         I 超時的事態型

さらに，AA 直接対象の受身と I 事態実現型については，動詞の意味グループによって下位

分類を立てた。本報告では，他動詞を大きく物理的動作と心理的作用を表わす動詞に分ける。

そして，物理的動作はさらに①変化動作か②無変化動作かで分かれ，心理的作用は③認識活動

か，④態度的活動かで分かれる。この４つの動詞グループと受身文タイプの対応を表に表わす

と，次のようになる。

  表 2：他動詞の意味グループと対応する受身文タイプ

他動詞グループ  受身文タイプ AA 直接対象型 I 事態実現型

変化動作 AA変化型 I 変化型物理的動作

無変化動作 AA動作型 I 無変化型

認識活動 AA認識型 I 認識型心理的作用

態度的活動 AA態度型 I 態度型

以上，有情有情受身文と非情一項受身文のサブタイプを図にまとめると，次のようになる。

これら 14 タイプと，先の有情非情受身文と非情主語非情行為者受身文の２つのサブタイプを

あわせて 17 中分類と呼ぶことにする。

18本報告では，鈴木 1972 の「第三者の受身」の代わりに，三上 1953 の「はた迷惑の受身」と

いう用語を用いる。
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           I 変化型

           I 無変化型    I 事態実現型
           I 認識活動型   

  非情一項受身文  I 態度型

           I 存在型

           I 社会的習慣型

           I 超時的事態型

  有情非情受身文  AI 状態型

  非情主語非情行為者受身文 II 現象受身型

II 関係型

図 1：受身文の１７中分類

以上のように，有情有情受身文と非情非情受身文では，その下位分類が異なる観点でなされ

た。しかしながら，この下位分類の非対称性は，日本語における受身文の特徴の表れであると

考える。

有情主語の受身文は，直接対象に限らず，当該事態に関わるあらゆる有情者を主語に立てる

受身文を発達させている。これに対し，非情一項受身文は，すべてのタイプが対応する能動文

の直接対象が主語に立つ受身文である。非情一項受身文では，主語ではなく，その動作主とこ

れに連動したテンス・アスペクトが特徴的である。動作主を背景化するという機能により，様々

な形で動作主を背景化させる受身文を発達させてきたのだと考えられる。

 なお，意味・構造的なタイプのレベル別に見ると，有情有情受身文のタイプはすべて「第 2
レベルの意味・構造的なタイプ」であると考えられる。一方，非情一項受身文では，〈事態実現

型〉のみが「第２レベルの意味・構造的なタイプ」であり，これ以外の〈I 存在型〉，〈I 習慣的

社会活動型〉，〈I 超時的事態型〉はすべて「第３レベルの意味・構造的なタイプである。

このように，有情有情受身文と非情非情受身文では，その下位分類が異なる観点でなされた

ことになった。しかしながら，この下位分類の非対称性は，日本語における受身文の特徴の表

れであると考える。すなわち，有情主語の受身文では直接対象に限らず，当該事態に関わるあ

らゆる有情者を主語に立てる受身文を発達させているのに対し，非情主語の受身文は，動作主

を背景化するという機能により，様々な形で動作主を背景化させる受身文を発達させているの

である。

次章からは，受身文の細かいサブタイプについて，その意味と構造的特徴を示し，実際の用

例を考察していく。

         AA 変化型

         AA 動作型   AA 直接対象型

  AA 認識型

有情有情受身文  AA 態度型

         AA 相手型

AA 持ち主型

AA はた迷惑型    
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第３章 有情主語有情行為者受身文

本章では，受身文の主語も行為者も有情者である受身文を見ていく。本報告では，これを有

情主語有情行為者受身文（有情有情受身文）と呼んでいる。この有情主語有情行為者受身文は，

古代日本語から日本語の受身文体系の中に存在していたと考えられ，このタイプの受身文こそ

が，日本語の本来の受身文であると考える研究者も少なくない（山田 1908，松下 1930，金水

（1991)，1993，尾上 1998-9 など）。

有情有情受身文については，志波（2005）ではこれを機能的な名づけから，〈被動者主役化

受身文〉と呼んだ。有情有情受身文は，「主語に立つ有情者が与影者である動作主から何らかの

動作ないし影響を身に受ける」という意味を表わす。この意味を「受影」と呼んでいる。また，

有情有情受身文は，話し手が動作主ではなく被動者（対象）に共感し，被動者の立場に立って，

被動者の視点から事態を述べるために用いられる受身文である。この「受影」の意味と被動者

に共感を置くという機能は，密接に連関している。

有情有情受身文では，動作主の有情者は背景化されず，むしろ主語に立つ有情者に動作を及

ぼした責任者として積極的に追及される存在であると考えられる。（Tsuboi 2000）。こうした

有情有情受身文にとって，動作主は構造上義務的な要素になることが多い。動作主は，特にニ

格で標示される場合，主語に立つ有情者と対峙する「与影者」である。有情有情受身文は，主

語に立つ有情者（対象）の「変化」よりも，この《被動者=受影者 vs.動作主=与影者》という

「関係」が捉えられている 19と考えられる。ただし，有情有情受身文の中にも，「関係」よりも

「変化」が積極的に捉えられていると考えられるタイプがあり，こうしたタイプでは，動作主

が構造上必須の要素ではなくなる。

以下，この有情有情受身文について，そのサブタイプの構造的特徴及び他のタイプとの相互

関係を詳細に記述していく。

1 AA 直接対象型（AA 直接）

 〈AA 直接対象型〉とは，主語に立つ有情者が，動作の直接対象として与影者である動作主

から働きかけを受けることを表わす。AA 直接対象型には，大きく４つのタイプがある。変化

動詞が要素となる AA 変化型と，無変化動詞が要素となる AA 動作型，認識動詞が要素となる

AA 認識型，態度動詞が要素となる AA 態度型である。

 なお，AA 変化型の要素である位置変化動詞と AA 動作型の要素である接触動詞は，本来，

19 この「関係」が捉えられているという着想は，村上（1986，1997）から学んだ。
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第５章 非情主語一項受身文

本章では非情物が主語に立ち，行為者が有情者である非情主語一項受身文（非情一項受身

文）について，その意味・構造的なタイプの特徴と周辺的な用例を詳細に見ていく。

非情一項受身文の中心的な機能は，動作主の存在を含意しつつ背景化し，「誰がやったか」

ではなく「何が起きるか（起きたか）」に焦点を当てることである。誰が動作主であるかとい

うことには関心がなく，具体的な動作主の行為に対する責任性は背景に押しやられ，問題に

されない。よって，特別な動機がない限り，動作主は同一節内に明示されない（Agentless
である）。こうした機能と構造的特徴は，印欧語に見られる多くの受身文に共通したものであ

る。

ただし，非情一項受身文には有情者の広義所有物が主語に立つ受身文も分類されている。

こうした受身文は，割合は高くないものの，意味・機能，及び構造的に有情有情受身文に近

いものも少なくない。この点に関しては，特に 1.2 の〈I 無変化型〉の中で述べているが，

有情者の所有物が主語に立つと，所有者としての有情者が影響を受けるという意味が読み取

れることがあり，益岡（1991b）の潜在的受影者のいる受身文になる。このとき，動作主は

背景化されずに，行為の責任者として明確なことが多い。しかし，本報告ではこうした受身

文を非情一項受身文として同列に扱っている。これは，有情者の所有物が主語に立つ受身文

がすべて有情有情受身文に近づくとは限らないと考えたからである。

非情一項受身文は，大きく，〈I 事態実現型〉，〈I 習慣的社会活動型〉，〈I 存在型〉，〈I 超時

的事態型〉に分けられる。以下，それぞれのサブタイプについて詳しく見ていく。

1 I 事態実現型

〈I 事態実現型〉とは，基本的に個別具体的（アクチュアル）な，時間軸上に一回的な事

態として位置づけられる事態の実現を問題にし，テンス・アスペクト的に最も動詞文らしい

受身文である 80。I 事態実現型には，大きく次の４つのタイプがある。それぞれ，次のような

構造を持つ。

(1) a. I 変化型 IN-ガ 変化 V-ラレル

b. I 無変化型  IN-ガ 無変化 V-ラレル

c. I 認識型 IN-ガ 認識 V-ラレル

d. I 態度型 IN-ガ 態度 V-ラレル

80 たとえ非アクチュアルなアスペクトで述べられても，当該タイプにおける頻度が低ければ，これは単なるア

スペクト的な対立であるとして，アクチュアルなアスペクトの用例と同列に扱っている。
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